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平
成
２２
年
度
「
大
阪
市
高
齢
者
福
祉
大
会
」（
大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
、
大
阪
市
・
大
阪
市
社
会

福
祉
協
議
会
共
催
）
が
、
９
月
７
日
午
前
１１
時
か
ら
、
大
阪
市
天
王
寺
区
の
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
で
約
９
０
０
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
高
齢
者
福
祉
月
間
で
あ
る
９
月
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
。

第
１
部
の
式
典
で
は
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
や
永
年
勤
続
の
ク
ラ
ブ
会
長
へ
の
表
彰
、
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
落
語
で
笑
い
、
各
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
ら
の
演
芸
を
楽
し
ん
だ
。

午
前
１１
時
、
平
井
し
の

ぶ
さ
ん
の
司
会
で
第
１
部

の
式
典
が
始
ま
っ
た
。
全

員
起
立
し
て
国
歌
を
斉
唱

し
た
あ
と
、
主
催
者
で
あ

る
中
保
昌
大
老
連
理
事
長

が
、「
高
齢
者
自
ら
が
豊
富

な
経
験
や
知
識
を
生
か
し

社
会
の
重
要
な
一
員
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
大
老
連
に

お
い
て
は
、
会
員
相
互
の

仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し

た
社
会
参
加
活
動
を
展

開
、
心
の
ふ
れ
あ
う
地
域

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
努

力
し
て
い
る
。
今
後
も
高

齢
者
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
地

域
で
大
い
に
活
躍
さ
れ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
。続

い
て
、
共
催
者
で
あ

る
大
阪
市
の
平
松
邦
夫
市

長
、
乾
繁
夫
大
阪
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
平
松

市
長
は
「
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

社
会
参
加
の
支
援
な
ど
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
協
働
で
『
い
っ
し
ょ
に

や
り
ま
ひ
ょ
』
を
合
言
葉

に
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
、

あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
と
助
け

合
い
、
一
緒
に
な
っ
て
ま

ち
を
支
え
あ
っ
て
い
け
る

よ
う
に
皆
様
の
力
を
お
か

り
し
た
い
」と
話
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
来
賓
の
紹

介
が
あ
り
、
荒
木
幹
男
大

阪
市
会
議
長
が
「
高
齢
者

の
皆
様
方
が
自
ら
の
能
力

と
意
欲
、
価
値
観
な
ど
に

応
じ
、
明
る
く
生
き
が
い

を
も
っ
て
活
躍
し
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
一
層
の
お
力
添
え

を
」
と
来
賓
を
代
表
し
て

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
感
謝
状
、
永

年
勤
続
会
長
へ
の
表
彰
状

の
授
与
が
行
わ
れ
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
、
港
区
築

友
会
の
井
上
榮
一
会
長
が

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

た
。最

後
に
、大
会
宣
言（
別

掲
）
を
八
瀬
昭
子
大
老
連

理
事
（
代
理
・
高
橋
易
子

北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
長
）
が
朗
々
と
読

み
あ
げ
、
会
場
か
ら
の
大

き
な
拍
手
で
第
１
部
の
式

典
を
終
了
し
た
。

午
後
１
時
ス
タ
ー
ト
の

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
上
方
落
語
協
会

の
女
性
落
語
家
の
桂
あ
や

め
さ
ん
と
笑
福
亭
笑
子
さ

ん
の
楽
し
い
落
語
に
会
場

は
笑
い
で
和
や
か
な
雰
囲

気
と
な
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
５
区
老
連

・
５
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
多
彩
な
演
目
の
演
芸
出

演
者
が
そ
れ
ぞ
れ
華
や
か

な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
登

場
、
会
場
内
を
魅
了
さ
せ

た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
、
熱
い
声

援
が
お
く
ら
れ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
大

会
は
幕
を
閉
じ
た
。

◆
大
阪
市
長
感
謝
状

１４
ク
ラ
ブ
【
２０
年
優
良
ク

ラ
ブ
】

▽
西
淀
川
区

大
和
田

す
み
れ
老
人
ク
ラ
ブ
▽
東

淀
川
区

井
高
野
第
４
老

人
ク
ラ
ブ
、
豊
里
南
第
４

む
つ
み
会
、
豊
里
南
第
５

む
つ
み
会
▽
鶴
見
区

焼

野
成
楽
会
▽
住
之
江
区

北
一
南
成
会
、
柴
谷
二
老

人
会
、
高
燈
籠
睦
会
▽
住

吉
区

万
葉
会
▽
平
野
区

加
美
第
一
南
寿
ク
ラ

ブ
、
加
美
第
二
南
寿
ク
ラ

ブ
、
加
美
第
三
南
寿
ク
ラ

ブ
、
加
美
第
四
南
寿
ク
ラ

ブ
、
北
九
丁
目
長
寿
会

◆
大
老
連
理
事
長
感
謝

状

１８
ク
ラ
ブ
【
１５
年
優

良
ク
ラ
ブ
】

▽
北
区

ひ
ま
わ
り
会

▽
港
区

築
友
会
▽
東
淀

川
区

東
井
高
野
第
６
老

人
ク
ラ
ブ
、
井
高
野
第
７

老
人
ク
ラ
ブ
▽
生
野
区

あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
、
七
宝

会
、
盛
寿
会
▽
旭
区

清

水
あ
お
ば
高
友
会
▽
城
東

区

今
福
東
コ
ス
モ
寿

会
、
今
福
東
睦
会
▽
鶴
見

区

中
茶
屋
寿
会
▽
阿
倍

野
区

高
松
天
寿
会
第
５

ク
ラ
ブ
、
高
松
天
寿
会
第

６
ク
ラ
ブ
、
高
松
天
寿
会

第
７
ク
ラ
ブ
▽
住
之
江
区

住
吉
団
地
シ
ル
バ
ー

会
、
住
吉
団
地
つ
く
も
会

▽
平
野
区

高
砂
会
、
長

吉
長
原
和
楽
会

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

３
名
【
２０
年
勤
続
会

長
】▽

淀
川
区

坂
野
鉄
之

助
▽
阿
倍
野
区

和
田
秀

雄
▽
西
成
区

久
保
井
勝

雄
◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

１６
名
【
１５
年
勤
続
会

長
】▽

北
区

相
澤
勇
、
高

橋
易
子
、
吉
川
啓
子
▽
都

島
区

安
村
亘
▽
中
央
区

石
井
好
男
▽
港
区

井

上
榮
一
▽
生
野
区

池
田

友
三
▽
旭
区

前
川
榮
一

▽
住
之
江
区

北
川
正

雄
、
藤
田
典
子
▽
住
吉
区

新
宗
幸
、
山
下
達
眞
▽

平
野
区

安
川
正
二
▽
西

成
区

大
倉
明
、
久
保
好

子
、
湯
川
清

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

４８
名
【
１０
年
勤
続
会

長
】▽

北
区

去
来
川
治

郎
、
奥
田
一
三
、
黒
田
健

一
、
小
嶋
春
三
郎
、
溝
口

政
一
、
山
川
利
助
▽
都
島

区

場
本
弘
▽
福
島
区

奈
良
タ
ネ
子
▽
中
央
区

芦
田
圭
一
、
宇
仁
冨
美
子

▽
西
区

岩
本
ヨ
シ
子
、

森
圭
三
▽
港
区

児
島
久

子
、
小
西
昭
人
、
竹
内
兼

介
▽
大
正
区

山
下
登
▽

天
王
寺
区

生
駒
周
三
、

松
尾
久
江
▽
浪
速
区

川

端
春
一
、
河
野
雅
一
、
森

藤
恵
夫
▽
西
淀
川
区

上

平
繁
一
、
松
下
政
夫
▽
東

淀
川
区

造
住
吉
治
、
田

邊
武
男
▽
東
成
区

中
川

順
三
▽
旭
区

阪
上
善

胤
、
鈴
木
貞
治
、
野
澤
藤

夫
▽
城
東
区

浅
野
武

男
、
片
山
昌
功
、
古
山
孝

之
、
早
矢
仕
藤
吉
▽
鶴
見

区

北
口
好
男
、佐
古
進
、

佐
藤
暢
哉
、
寺
井
政
昭
、

吉
江
潤
二
▽
阿
倍
野
区

大
西
保
▽
住
之
江
区

岡

田
昌
平
、
増
田
玲
子
▽
住

吉
区

青
木
悦
子
、
大
槻

康
治
、
藤
井
博
、
細
井
博

▽
平
野
区

辻
岡
彦
一
、

前
�
拓
巳
、
宮
野
健
次
郎

◆
大
老
連
理
事
長
表
彰

状

８１
名
【
５
年
勤
続
会

長
】▽

北
区

前
原
裕
▽
都

島
区

柴
原
利
弘
、
竹
下

和
孝
、
堀
惠
次
▽
福
島
区

中
野
靖
子
▽
此
花
区

北
村
英
雄
▽
中
央
区

岸

繁
、
小
林
俊
次
▽
西
区

岡
本
建
明
、
中
澤
新
次
郎

▽
港
区

藤
家
順
、
薮
井

清
澄
▽
大
正
区

西
山

巖
、
太
田
靜
夫
、
稲
生
實

子
▽
天
王
寺
区

竹
澤
忠

夫
▽
浪
速
区

津
村
哲

司
、
三
好
一
郎
、
山
田
善

雄
▽
西
淀
川
区

富
士
野

弘
▽
淀
川
区

大
田
美
代

子
、
堀
田
康
廣
、
山
崎
洋

子
▽
東
淀
川
区

上
野
利

男
、
貴
志
修
、
小
林
清
市
、

藤
井
ア
ヤ
子
、峰
重
敏
一
、

箭
原
裕
之
▽
東
成
区

植

田
静
栄
、
杉
本
二
郎
、
鈴

木
明
、
日
比
か
ず
子
、
松

山
博
一
▽
生
野
区

木
村

峯
造
、
後
藤
政
弘
、
肌
勢

文
二
、
東
野
菊
幸
、
松
下

園
恵
▽
旭
区

市
川
博

之
、
谷
坂
三
平
、
寺
西
克

美
、
本
下
波
子
、
村
上
良

雄
、
渡
部
勲
▽
城
東
区

上
島
三
郎
、
小
林
武
、
渋

川
勝
久
、
松
尾
圭
造
、
三

島
良
吉
、
水
上
恒
雄
、
行

森
準
三
▽
鶴
見
区

酒
井

四
郎
▽
阿
倍
野
区

清
水

英
孝
、
中
川
実
▽
住
之
江

区

信
貴
伊
十
朗
、
竹
本

都
、
林
ナ
ツ
コ
、
南
橋
順

一
、
山
本
新
吉
▽
住
吉
区

伊
東
隆
吉
、
奥
野
美
佐

子
、
平
澤
徹
、
広
田
八
郎
、

松
井
好
巳
、
森
田
香
代
子

▽
東
住
吉
区

志
賀
勇
、

大
銅
薫
一
、
藤
本
勝
、
森

峯
雄
▽
平
野
区

大
鳥
康

次
、
佐
々
木
龍
夫
、
田
中

正
、
谷
本
圭
志
、
西
川
美

代
子
、
矢
羽
田
眞
一
▽
西

成
区

内
村
恵
美
子
、
浜

田
邦
夫
、
福
島
喜
太
郎
、

丸
尾
隆
光
、
村
田
正
夫

大阪市高齢者福祉大会であいさつする平松大阪市長

大 会 宣 言

総人口が減少する中で、高齢化が急速に進むわが国では、平成

２５年（２０１３年）には、４人に１人が６５歳以上の高齢者になると推計

されている。このような超高齢社会にあって、誰もが健康で安心

して、生きがいのある生活を送ることができる長寿社会を築いて

いくためには、私たち高齢者自らが経験と知識を生かし、社会の

重要な一員として、幅広い分野において積極的に社会参加し、活

動することが求められている。

引き続く世界的な不況、雇用不安の中にあって、私たち高齢者

を取り巻く環境も誠に厳しいものがある。さらに１０年後には、ひ

とり暮らし世帯の数が最大になるといわれている。こういう中で

こそ私たちは、支え合い、認め合い、一致協力して、高齢者もこ

どもも、すべての人々が安心して、豊かな生活が送れるように、

私たち高齢者が率先して、各地域、各世代の交流を深め、創造と

連帯の活動を進めることが必要である。

我われは、高齢者の時代といわれる２１世紀が、住み慣れた地域

で、安心して長寿を享受できる安定した社会であることを望み、

そのための必要な取り組みを進めてきた。

これからも、高齢者の立場から責任ある提言・提案を行い、「ゆ

とり・うるおい・やすらぎ」に満ちた、心豊かな社会を築いてい

かなければならないと考える。

平成２２年度、大阪市高齢者福祉大会にあたり、我われは自立の

精神を掲げ、より一層、創造と連帯の輪を広げ、心豊かな２１世紀

をめざして、次のとおり実践することを誓い、ここに宣言する。

記
一、心とからだの健康づくりをすすめる
一、高齢者が相互に支援する友愛活動をすすめる
一、「きれいな地球をこどもたちに」環境への取り組みをすすめる
一、生活と地域を豊かにする楽しい老人クラブ活動を広げる
一、はつらつとした老人クラブづくりをすすめる
一、老人クラブ発展の基盤強化をすすめる

平成２２年９月７日

大阪市高齢者福祉大会

�
ね
じ
り
鉢
巻
で
軽
快

に
踊
る
東
成
区
老
連
の

河
内
音
頭

�
民
謡
を
披
露
す
る
住

吉
区
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
み
な
さ
ん

�
新
調
し
た
ワ
ン
ピ
ー

ス
が
華
や
か
な
此
花
区

老
連
の
フ
ラ
ダ
ン
ス２０年優良クラブを代表して表彰を

受ける服部富子会長
受賞者を代表してお礼のことばを
述べる井上榮一会長

▽
大
正
琴
「
豊
年
こ
い

こ
い
」
な
ど

岩
橋
淑
子

さ
ん
ほ
か
１５
名
。
平
成
１４

年
に
暁
琴
会
中
央
１
期
生

と
し
て
結
成
、
１６
年
に
は

２
期
生
も
。
手
、
耳
、
目
、

頭
の
ほ
か
口
（
歌
や
お
し

ゃ
べ
り
）
も
精
一
杯
使
い

練
習
し
て
い
る
。（
中
央
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

「
涙
そ
う
そ
う
」
な
ど

村
井
笑
子
さ
ん
ほ
か
２９

名
。
城
東
モ
ク
レ
ン
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
は
発

足
十
数
年
で
元
気
、
仲
良

く
、
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー

に
元
気
で
踊
れ
る
喜
び
を

感
じ
て
い
る
。（
城
東
区
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
民
謡
「
長
崎
の
ん
の

こ
節
」
な
ど

竹
内
悦
子

さ
ん
ほ
か
２５
名
。
同
好
会

と
し
て
ず
っ
と
以
前
か
ら

活
動
を
し
て
お
り
人
生
経

験
が
豊
か
で
声
を
出
す
こ

と
が
大
好
き
な
人
達
が
集

い
楽
し
く
上
達
に
励
ん
で

い
る
。（
住
吉
区
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

▽
踊
り
「
き
よ
し
の
ズ

ン
ド
コ
節
」

植
村
久
仁

子
さ
ん
ほ
か
１３
名
。
高
倉

老
人
会
の
民
踊
同
好
会
は

６５
歳
〜
９０
歳
ぐ
ら
い
の
人

達
が
認
知
症
予
防
や
体
操

代
わ
り
に
練
習
を
し
て
い

る
。
大
舞
台
は
初
出
演
。

（
都
島
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
）

▽
銭
太
鼓
「
大
阪
元
気

音
頭
」
な
ど

前
田
澤
子

さ
ん
ほ
か
１２
名
。
同
好
会

ひ
ま
わ
り
は
平
成
１３
年
に

結
成
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
介
護
老
人
保
健
施
設

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
年
間

十
数
回
披
露
、
励
み
と
な

っ
て
い
る
。（
福
島
区
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
詩
吟
「
舟
中
子
規
を

聞
く
」

北
村
通
子
さ
ん

ほ
か
８
名
。
平
成
１８
年
か

ら
月
２
回
練
習
。
詩
吟
の

良
い
と
こ
ろ
は
声
を
出
す

こ
と
で
健
康
に
よ
く
老
け

込
み
予
防
、
若
返
り
に
な

り
楽
し
く
続
け
て
い
る
。

（
西
淀
川
区
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

▽
踊
り
「
河
内
音
頭
」

中
野
寿
夫
さ
ん
ほ
か
１４

名
。
同
好
会
大
五
連
は
平

成
１０
年
に
結
成
。
男
性
会

員
は
１０
名
。
８３
歳
〜
９０
歳

ま
で
の
５
名
を
含
め
計
４１

名
。
市
内
外
の
在
宅
セ
ン

タ
ー
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど

年
間
３０
回
遠
征
。（
東
成
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
踊
り
「
花
笠
音
頭
」

久
保
山
房
子
さ
ん
ほ
か

４
名
。
山
之
内
民
踊
会
は

平
成
１０
年
に
ス
タ
ー
ト
。

現
在
、
８４
、
８０
、
７６
、

７３
、
７１
歳
の
５
名
の
メ
ン

バ
ー
が
元
気
で
笑
顔
を
モ

ッ
ト
ー
に
楽
し
く
練
習
を

し
て
い
る
。（
住
吉
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）

▽
民
謡
「
し
ば
て
ん
音

頭
」
な
ど

岡
田
公
代
さ

ん
ほ
か
２１
名
。
昭
和
６０
年

に
民
謡
教
室
と
し
て
開
始

し
て
丸
２５
年
。
平
成
２０
年

か
ら
民
謡
サ
ー
ク
ル
と
し

て
約
３０
名
が
各
都
道
府
県

の
民
謡
の
練
習
に
励
ん
で

い
る
。（
西
区
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

▽
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
プ
ア

マ
ナ
」
な
ど

中
田
喜
美

枝
さ
ん
ほ
か
９
名
。「
こ
の

は
」
ク
イ
ー
ン
ズ
フ
ラ
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
は
１０
名
の
メ

ン
バ
ー
で
結
成
４
年
目
。

先
生
の
温
か
い
指
導
で
月

２
回
の
レ
ッ
ス
ン
を
楽
し

ん
で
い
る
。（
此
花
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）

大
老
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
エ
イ
ジ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
湊
町
に
移
転

し
た
と
き
に
、
一
時
閉
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
装
い
も
新
た
に
、
開

設
し
ま
し
た
。

次
の
４
つ
の
サ
イ
ト
が

あ
り
ま
す
。

大
老
連
に
つ
い
て
で

は
、
定
款
や
役
員
紹
介
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
広
場
で
は

大
老
連
の
行
事
や
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

月
刊
大
老
連
で
は
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
で
毎
月
の
紙
面
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介

と
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

【
入
会
案
内
】
で
は
、

各
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
連
絡
先
が
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
随
意
随
想
】
で
は
、

月
刊
大
老
連
に
掲
載
し
た

随
想
を
載
せ
て
い
ま
す
。

社
団
法
人
大
阪
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
で
ア
ク
セ

ス
を
お
願
い
し
ま
す
。
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